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る乙とによって R-S 場の経路積分を定義した。特殊なゲージを選ぶことにより R-S 場のラグラン























あと一つ，反対称性テンソル場の異常項への寄与の計算も望まれるが，上にあげた(1) ， (2), (3)の結果は，
乙れだけでも乙の方面の研究に大いに役立つものと判断する。
以上の諸点を考え，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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